
～ご挨拶～
麗春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のことと存じます。
３月定例会では、令和５年度の予算審議を行い、一般会計は658億４千万円を計上し、前年度と

比較して35億５千万円(5.7%増)の大幅増で、過去最大を更新する予算規模となりました。
令和５年度は、新型コロナウイルス感染症など先行きが見通せない不透明な状況で、厳しい財政状
況を予測。持続可能な財政運営を図るため、将来負担の軽減や財政規律に努め、「誰もが輝き心躍
る未来の西尾市」を実現するための「共生と共創でつくりだす明るい未来」予算としています。
今後におきましても相変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
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その他一般質問の内容については、西尾市ホームページ内の市議会動画配信サイト、もしくは
ＱＲコードからお時間のある時にご確認ください。（http://www.city.nishio.aichi.jp/）

町内会の「電子回覧板」導入ついて！
私の思い

近年は、核家族化や共働き世帯の増加で町内会の加入率が低下し、自治体など
の必要な情報が伝わりにくくなっている傾向が全国で散見されています。また、

住民の高齢化により担い手不足も深刻化し、町内会運営の負担軽減が課題です。

町内会の負担軽減につながる「電子回覧板」の導入に期待します！

Ｑ１ Ａ１

Ｑ２ Ａ２
全町内会を対象に回覧板のデジタル化状況などを調査し、

モデル地区を作り、デジタル化の相談・サポートを行うなど
回覧板のデジタル化が進むよう検討していく。

県内でも複数の自治体で導入したり、導入実証実験を行って
いる。まだ、その結果の検証途中ではあるが、電子回覧板を
導入することは、町内会運営を効率化する有効な手段の一つと
考えている。

電子回覧板は、町内会運営の
効率化に繋がることが期待さる

が、電子回覧板についての考え方
はどのようか。

電子回覧板の導入に向けて、
前向きに取り組む必要があると
考えるがどのようか。

一 般 質 問 回 答

カーボンニュートラル(CN）への対応について！
私の思い

公用車のＥＶ化推進や水素ステーション設置に期待します！

温室効果ガスを削減した低炭素社会と経済活性化の実現や、ＳＤＧｓの達成への貢献及び環境
共生する持続可能なまちづくりを目指すためには、公用車のＥＶ化やインフラ整備が必要です。

Ｑ２ Ａ２

一 般 質 問 回 答

Ｑ１ Ａ１
本市の公用車のＥＶ化
を推進するべきと考え
るが、どのようか。

カーボンニュートラルを実現するには、公用車のEV化
シフトは欠かせないと認識しております。
今後は経済面と環境面の両面を考慮し、検討していく。

低公害車を普及促進するためには、市
内に水素ステーションを設置する必要
があると考えるが、市としての考え方
はどのようか。

水素ステーションの設置者は民間事業者であるという
状況から県とも相談しながら、固定式の他にも移動式
水素ステーションの設置も含めて調査研究していく。



～くらしの相談～
地域の困りごと、市政に対するご意見・ご要望等ありましたら
お気軽に「犬飼勝博くらしの相談」をご利用ください。
ＴＥＬ：０５６３－５５－１１６７ ＦＡＸ：０５６３－５５－１９０９
ブログで活動報告をしていますので、お時間がありましたら是非ご覧ください。

犬飼勝博 検索 ホームページからも受け付けております。

（ＨＰのＱＲコード）

お知らせ：養育費に関する公正証書等作成促進給付金制度が開始

目的：ひとり親家庭における養育費の不払いによる困窮を防ぐため、養育費の受取を支援します。
ひとり親家庭の母または父の養育費の取決めを促進し、継続した養育費の支払を目的に、
公正証書等作成にかかる本人負担費用を助成します。

対象者：西尾市に居住するひとり親で、次の各号にいずれも該当するもの
（１）公正証書等による養育費に関する取決めをしている者
（２）現に養育費に係る児童（20歳未満）を扶養している者

支給対象経費：公正証書等による養育費に関する取決めをすることに要する次に掲げる経費
（１）公証人手数料令に定められた公証人手数料
（２）公正証書の作成、家庭裁判所の調停等の手続きに係る戸籍謄本等の

取得費用並びに収入印紙及び郵便切手の購入費用
給付金額：支給対象経費の合計額とし、４万円を限度

背 景

令和４年６月定例会にて、養育費の受取を支援する制度導入を提案し、「令和５年４月に開始した
いと考えている」との答弁を頂いていた。

新たに津波避難タワーが完成
一色町千間地区と吉良町吉田地区で建設を進めてきた「津波避難タワー」が新たに２基建設されま
した。これにより、市内では一色町生田地区、吉良町大島地区に続き、計４基が整備されました。

吉良中学校テニスコート整備の要望あり。
⇒テニスコートのラインテープ張り替えを行いました。

吉良町津平地内の市道にて、雑草除去の要望あり。

⇒雑草の除去を行いました。

くらしの相談（皆さんからの要望に対応しました）

一色町北荒子地内の市道にて、道路修繕の要望あり。

⇒市道の道路修繕を実施しました。

楠村町地内の県道383号線沿い丁事交差点にて、道路
と側溝蓋との段差があり、危険な状態との声あり。

⇒段差を解消する修繕工事を施工しました。


